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＊ クリスマス他ご寄附ありがとうございました！ （’20.10.23 ～’21.1.22）   

社員会員、定期支援賛助会員の皆様には、会費に加えて、各種ご寄附をありがとうございました。 

  ここでは随時ご協力の賛助会員・一般市民のご寄附（年賀状などの書き損じ葉書寄付含む）に 

ついて、お名前を記載させていただきます。 

 (個人情報保護のため、ホームページ用にはお名前削除させていただきました) 

11/4,11/25,12/7 海外送金（CMIP,PIHS,ILS,SCMSI）11/15 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新/会報103号（高山）11/24 ハッサン事件の真相究明

署名 11/27,1/22 オンライン例会  12/25 12月例会（高山・藤川・香月・山崎）1/15-25 104号編集（相田・恩田・事務局）  

＜ 会 員 募 集 ＞ 

医療や自立事業支援会費：                月額 1,000 円 （年 12,000 円） 

教育全体支援会費（又は小学生奨学金・給食支援）：   月額 500 円 （年  6,000 円） 

ハイスクール生徒奨学金支援会費：          月額 1,500 円 （年 18,000 円） 

カレッジ学生奨学金支援会費（新規支援について）：   月額 4,000 円 （年 48,000 円） 

あしなが奨学金（ブラクール出身カレッジ学生全体支援）：  月額 2,500 円 （年 30,000 円） 

チボリ子ども支援（SCMSI 校運営支援、里子支援）：    月額 2,000 円   (年 24,000 円)              

(上記支援会費に加え、運営費充当の月500円をご負担いただく社員会員も募集しています) 

＜編集後記＞ 
 首都圏等に再度緊急事態宣言
が出て、対面しての集まりはさ
らに難しくなりました。今後は
メールやオンライン会議によ
り、また、本会報を通じて引き
続き現地情報や課題の共有を
させていただきたいと思いま
す。なお、P1 に新設の QR コ
ードもホームページアクセス
の際ご活用ください。 （山崎） 
    （山崎） 

<退会> 賛助 14（長期にわたるSCMSI校支援ありがとうございました)  <会員総数> 社員 36  賛助 188 (うち定期支援155） 

＜ 事 務 局 日 誌 よ り ＞ 

＜ 感     謝  ＞ 

＜  12 月例会報告と使用済み切手御礼 ＞  

＜  会  員  情  報 ＞               （’21.1.22 現在） 

 

 

  

 
          ＜ イベント案内 ＞ 

世界人権デーに開催の「フィリピン―麻薬撲滅戦争とコロナ禍が隠れ蓑にされる超法規的処刑」セミナーに参加して 

前号本ページで報告のナプサさんの夫ハッサン（カワス村ジョニー村長）の死の真相究明が進まない中、ハッサン

と親交のあった立教大学の石井正子先生他共催の上記オンラインセミナーの案内が届き、メーリングリスト会員にお

知らせするとともに私も参加しました。麻薬と汚職撲滅を公約に 2016 年 7 月に発足したドゥテルテ政権下での異常

に多い超法規的処刑（在任 3 年半のデータで 293 人）についてはこれまでもよく耳にしましたが、一方でその強権政

治に期待するフィリピン国民も多いと聞いていたため、ハッサンという近しい方の死に直面しなかったら、このよう

なセミナー参加の機会もなく、その人権侵害政治の恐ろしさに気づかせていただけなかったかもしれません。 

このセミナーでもハッサンの理不尽な死に対する真相究明を国家捜査局に求める署名要請がありましたが、私たち

も義兄にあたる長瀬氏の呼びかけに応えて事前に署名活動に参加させていただきました。前号でも「私たちに何がで

きるか」と書きましたように、署名というささやかな行為が少しでも真相究明に役立つことを願っています。（事務局） 

＊よこはまフェスタ・フォーラムに代わるオンラインイベント「SDGs よこはま CITY サイドイベント」2021 年 2 月 20 日

当団体はこれまで販売ボランティアのご協力で、ほぼ毎年よこはまフェスタ等に参加してきましたが、今回のオンライン方式による開催

については、事務局が手薄でデジタル化への対応が間に合わないため参加は見合わせとさせていただきます。どうぞご了承ください。 

 

12 月第 4 金曜日の 25 日、対面しての集まりとしては 3 か月ぶりとなる月例会を開催し

ました。いつもなら、この時期には一品持ち寄りの茶菓を楽しみながらとなりますが、コ

ロナ感染拡大の中、3 密にならないように細心の注意を払いつつ、ひたすら使用済み切手

整理の手を動かし、現地情報の共有をしました。また、予めメールで役員等に提案させて

いただいた近い将来の事務局運営に関する意見交換などをいたしました。 

使用済み切手は 2019 年度末での受付終了をお伝えしましたが、周囲 5 ミリ残して切りそろえる作業が必要で未整理

分が 3kｇほど残っています。すべての作業完了予定の年度末には大きめの段ボール 1 杯（写真右手前・約 20 ㎏）1 万円で

換金予定です。一食 20 円ほどの給食資金に充当した場合 500 食分になります。 

会発足以来 20 回余り換金させていただいた使用済み切手の長期にわたるご寄附・ご協力ありがとうございました！ 

いただきましたクリスマス寄付計

約 65,000 円は、教育支援対象の

SCMSI、CMIP、及び先住民族学

校/ILS それぞれに、約 3 万、2.5 万、

1 万円、贈らせていただきました。 

ご協力ありがとうございました。 

クリスマス寄付ご報告 


